
ものづくりを支支ええるる
デジタルエンジニニアアリリングで連携強化

特　集

IT 対応委員会DE促進部会

千住金属工業株式会社千住金属工業株式会社千住金属工業株式会社
会 員 企 業 紹 介

シミュレーションションを活用したものづくりの変革
特 別 寄 稿

中部支部中部支部
支部活動レポート

委員会部会だより

2014年9･10月号

持続的成長のために
規格改定に即応する経営体制











　日本中が熱狂したワールドカップだった
が、残念ながら日本は予選敗退という結果
で、連日寝不足で応援していた私も非常に
残念な思いをした。
　今回優勝したドイツは過去4大会連続で4
強に食い込む強豪国ながら、世界的に有名
なメッシやロナウドのような選手はいな
い。にもかかわらず、なぜ今回優勝できた
のか。私自身はあくまで“にわかファン”
なので、「ドイツはパスをまわすチーム」
という印象しかない。そこでドイツのチー
ムについて調べてみたところ、なるほどと
思わせる点があった。
　それはレーヴ監督が掲げた「選手がボー
ルを保持している時間を最小化する（パス
をすぐまわす）」という目標だ。その方針
のもと、過去の試合分析が行われ、選手の
ボール保持時間は平均2.8秒から1.0秒を切
るまでに短縮されたらしい（注1）。それがど
う戦略に影響するかはサッカーに疎いので
よくわからないが、この戦略を成功させる
ためには選手全体に高い技術力が必要との
ことだった。
　自動車産業においてもスピードは非常に
重要だ。そもそも海外に進出していくには、
工場が必要となり、莫大な金額と最低でも
１年程度の建設期間が必要となる。メー
カーのニーズをいち早くとらえ、素早く決
断し、対応していくことが生き残りを左右
する。最近は部品の共通化も進展し、日本
で受注した部品を日本でつくればよい、と
いう時代はとうに終わっており、世界で生

「標準化で生き残りを」

一般社団法人日本自動車部品工業会

副	会	長	●	志藤　昭彦

［株式会社ヨロズ　代表取締役会長］

5 Sept. Oct. 2014



産できる体制を整えることが必要条件と
なった。もちろん、全ての国に自社工場で
対応できるわけもないので、場合によって
は他社と協力していくことも必要だが、そ
の行動を他社に先駆けて始める、という点
が非常に重要だ。
　さらに、拠点の一つで行った安全に関す
る対策や、品質に関する提案が良いもので
あれば、すぐに世界の全拠点に取り入れて
いく、提供された知識をすばやく共有して
いく体制を整える重要性を改めて感じてい
る。
　その拠点の標準とするのではなく、グ
ループ全体の標準としていかなければ、品
質にばらつきがでることにもつながってし
まう。弊社では、知識共有の機会の一つと
して、各拠点から人を呼び改善結果を発表
する「グローバルQCサークル発表大会」
と銘打った大会を年に１回行い、共有化に
努めているが、年々その重要性を感じてい
る。
　そしてさらに思うのが、こうして共有し
た知識に素早く各拠点で対応できる技術力
を育てることだ。いくら知識を共有しても、
それを自分の拠点で生かせる技術力を育て
ていかなければならない。
　海外においては転職も多く、また文化や
考え方が違うので、ことに「育てる」とい
うことはとても苦労する。教育しても企業
に残る人材は日本に比べて少ない。しかし
今後のために、根気強く教育し、他拠点か
ら発信された知識を生かせるようにしてい

かなければいけない。
　逆に日本ではもう技術力の土壌はできて
いる。教育水準も世界トップクラスだ（※注2）。
今後、さらなる教育と研鑽は不可欠だが、
現時点でドイツチームのように「層の厚い
技術力の高い選手」の下地はできているの
だ。日本は今後「日本ならではの技術力」
を確立し、「世界の誰でも」「安全に」「同
じように」、しかも「もっと効率的に」つ
くれる現場を創造していくことが、生き残
る道のひとつだと考えている。

（注1：DIAMOND ONLINEより引用）

http://diamond.jp/articles/-/56037

（注2：ピアソンのラーニングカーブ2014調査結

果より引用）

http://www.japancorp.net/japan/article .

asp?Art_ID=62075）
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■�「ＩＳＯ９００１と１４００１の
規格改定が本格化」

　自動車メーカーや自動車部品メーカーで
は従来から浸透している、品質に関する国
際認証規格「ＩＳＯ９００１」と環境に関
する「ＩＳＯ１４００１」は、２０１５年
に大きな規格改定を実施することが決定し
ている。これを受けて認証を取得している
企業の間では、再びこれらの規格に対する
注目が高まっている。また、認証機関では
改定に関する説明会を開催するなど、改定
に向けて動きが本格化している。また「Ｔ
Ｃ２２」も初再編されるなど自動車の変化
にあわせた展開となりつつある現状だ。

「共通テキストとリスク概念の導入」
　現在の規格では、骨格となる文章におい
て規格ごとに独自の記述方法が適応されて
いる。一方で、新しい国際認証規格では多
くのＩＳＯ規格で統一となる全１０章で構
成された「共通テキスト」が導入される。
これが１５年の改定で最も大きな変更点に
なる。
　内容では、第４章に「組織の状況」とい
う新たな項目が追加されている。これは企
業活動における利害関係者の特定を求めら
れるほか、企業の立ち位置や役割、課題、
戦略などを明確化し、作業従事者が理解す
る必要がある。そのほかにも、新たに「リ
スク」の概念を追加。リスクをベースとし
た思考をはじめ、リスクに対する理解や対
応策を求められることになる。

「変更点も多いが実態に対応した変化」
　今回の改定に関して、ＩＳＯ９００１は
今年５月に、ＩＳＯ１４００１は今年６月
に改定内容のドラフトであるＤＩＳ（ドラ
フト・インターナショナル・スタンダード）
が示された。改定後の正式な内容となるＩ
Ｓ（インターナショナル・スタンダード）

持続的成長のために規格改定に	
即応する経営体制	

「リスク」概念の追加とより現場に即した規格へ進化

より実践的なマネジメントシステムへ
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の発行は１５年９月（ＩＳＯ９００１）と
１５年６月（同１４００１）頃を予定され
ている。ＩＳ発行から移行期間として３年
間の猶予が与えられる。
　改定内容はＤＩＳから大きな変更はされ
ないため、現在、認証機関などがこの内容
をベースとした説明会などを開催してお
り、認証取得企業への理解を深めている。

今回の改定では書類の形式などが大きく変
わるなど、変更点は多い。認証取得企業の
担当者における負担が大きくなるため「担
当者の間では改定対応に関して不安が広
がっている」（大手認証機関）という。こ
のため改定を機に「更新を取りやめる企業
も出てくるのではないか」（同）と懸念さ
れている。

ISO9001とISO14001新規格への移行スケジュール
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「通信、ＩＴＳ、自動運転分野など新技術
対応」
　現在、ＳＣは２６に分類されており、こ
のうち１９のＳＣが活動している。ただ、
技術の進化とともに標準化が複数の領域に
またがるケースや、新技術の普及に向けて
標準化が不可欠な領域などが発生してい
た。新たなＴＣ２２では、領域の統合など
により１１のＳＣに分類。加えて自動運転
や高度道路交通システム（ＩＴＳ）の実現
に向けて重要となる「データ通信」領域を
新設した。
　ＳＣの幹事国は、担当領域において方向
性を示したり取りまとめを行うため、規格
の策定や標準化を有利に進めることができ
る。日本が幹事を務めてきた二輪車関連で
は、世界的な標準規格などを日本主導で定
めてきた経緯がある。

「来年の正式発行に向けて」
　ただ、規格の内容そのものは従来を踏襲
する部分が多く、実際の作業現場に対する
負担は少ないと見られている。さらに今回
の改定により、認証制度は従来以上に企業
経営に即した内容になるといえる。グロー
バルで市場が拡大する自動車産業におい
て、部品メーカーがさらなる成長を持続す
るためには改定への対応は不可欠といえ
る。１５年の正式発行に向けて、いち早く
情報収集活動を展開するなど計画的に準備
を進めることが求められている。

■�「ＩＳＯ自動車専門委員会　技術
領域別組織　初再編へ」

「ＴＣ２２のＳＣ初再編により日本が主体
的な立場に」
　ＩＳＯ（国際標準化機構）は、自動車専
門委員会「ＴＣ２２」の技術領域別組織（Ｓ
Ｃ）を最新の自動車技術に適合するよう再
編した。自動車分野の技術領域の再編は
１９４７年のＩＳＯ発足以来初めてとな
る。その中で日本は「電子・電装システム」

（ＳＣ３２）の幹事国となり、四輪車領域
の幹事国として初めて選ばれた。従来、幹
事を務めていた「モーターサイクル」では、
引き続き「モーターサイクル＆モペット（二
輪車）」の議長国を務める。再編により日
本は、機能安全や電子制御ユニット、車載
式自己診断装置などの規格に関する世界的
な標準化を有利に進めることが可能となり
そうだ。

ＩＳＯ／ＴＣ22の技術領域と幹事国

※ＳＣ31の議長国はドイツとフランスで毎年交代

技術領域 幹事国（議長国）
【新】

ＳＣ31
ＳＣ32
ＳＣ33
ＳＣ34
ＳＣ35
ＳＣ36
ＳＣ37
ＳＣ38
ＳＣ39
ＳＣ40
ＳＣ41

ドイツ（ドイツ／フランス）
日本
ドイツ
米国
イタリア
フランス（米国）
ドイツ
イタリア（日本）
米国
イタリア
未定

データ通信
電子・電装システム
車両性能・車体・シャシー
駆動・パワートレーン
ランプ・視認性
衝突安全
電気自動車
二輪車
人間工学
商用車・大型車
ガス自動車

ＳＣ1
ＳＣ2
ＳＣ3
ＳＣ4
ＳＣ5
ＳＣ7
ＳＣ8
ＳＣ9
ＳＣ10
ＳＣ11
ＳＣ12
ＳＣ13
ＳＣ15
ＳＣ17
ＳＣ19
ＳＣ21
ＳＣ22
ＳＣ23
ＳＣ25

技術領域 幹事国（議長国）
ドイツ
フランス
ドイツ
フランス
フランス
ドイツ
イタリア（フランス）
ドイツ
アメリカ
アメリカ
フランス
アメリカ
イタリア
イタリア
アメリカ
ドイツ
日本
イタリア
イタリア

点火装置
ブレーキシステム及び装置
電気装置
キャラバン及び軽トレーラー
エンジンテスト
自動車の燃料噴射装置及び燃料フィルター
灯火器
操縦性・安全性
衝突試験方法
グレージング材料
乗員保護装置
人間工学
商業車部品の互換性
視界
車輪
電気自動車
モーターサイクル
モペット
天然ガス自動車

【旧】
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■�進化するバーチャル・シミュレーション
　バーチャル・シミュレーションは、実際に
車で起こる現象をコンピュータ上で再現し、
その特性を解き明かすデジタルツールを指し
ます。これまでも、車体フレームの強度解析、
風洞実験、エンジン配管内の流れ解析など、
自動車の開発の様々な領域で活用されてきま
した。ただし、ハードウェアのスペック、ソ
フトウェアモデルの解析精度の不足から、シ
ミュレーション結果と実験で得られる結果間
の整合性に課題が存在し、あくまでも開発の
補助的なツールとしての活用が一般的でし
た。しかし、最近、ハードウェアの処理速度
の向上、ソフトウェアロジックの高度化に伴
い、バーチャル・シミュレーションは急速に
その活用の幅を広げています。特に、完成車

メーカーを中心に、抜本的な機能・性能の向
上、そして開発の効率化につなげるなど、バー
チャル・シミュレーションを活用した段違い
なものづくりを実現する動きが活発化してき
ています。

■�物理現象のからくりを解明するマツダ
　 近 年、 デ ジ タ ル 開 発 ツ ー ル を 用 い た
MBD(モデルベース開発)が脚光を浴びていま
すが、マツダはMBDの活用で目覚ましい成
果をあげている完成車メーカーです。シミュ
レーションを単なる開発の当たり付けに留ま
らず、車両で発現する様々な物理現象の「か
らくり」を解明し、次元の異なる性能向上を
生み出しているのです（図1）。例えば、スカ
イアクティブエンジンでは、燃焼特性を司る

ローランド・ベルガー
ニュースレター＜Vol.14>

シミュレーションを活用した
ものづくりの変革

株式会社ローランド・ベルガー

　日本共同代表　シニア パートナー　　長島  聡 
 コンサルタント　中村  健二
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因子を特定し、従来のエンジンでは決して到
達できなかった高圧縮比を実現しました。そ
れによりエンジンの排気損失が低減し、ハイ
ブリッド並みのリッター30kmという燃費を
達成したのです。
　また、マツダはMBDによる「からくり」
の解明により、複数車種を跨いで共通化でき
る設計・試験、車種によって個別に行うべき
設計・試験も見極め、マツダの全ラインナッ
プを生み出すために必要となる総開発工数を
大幅に削減しています。実際、量産の開発工
程では、MBDの導入前に比べて、開発期間
を20-30%程度短縮することができたとも言わ
れています。さらに、開発に携わるエンジニ
アは、車両全体を包含するMBDを通じて車
両の中での自らの役割・貢献を強く意識する
ようになりました。加えて、抜本的な性能向
上へとつながる「からくり」の解明を進める
ことでエンジニアのモチベーションが高まる
など、副次的な効果も得られているようです。

メカ領域と電気領域をワンストップで解析
するVW
　独立して切り離されていたシミュレーショ
ンをシームレスにつなげることで効率化を実
現する動きも、大きな流れの一つになりそう
です。従来のバーチャル・シミュレーション
は、メカ領域と電気領域を別々に行うのが一
般的でした。例えば、電動コンプレッサのよ
うな部品の解析では、メカ領域のインペラの
流体解析にはCAE を、電気領域のECUロジッ
クの妥当性や応答性解析はHILSを活用して
いました。CAEとHILS両者のシミュレーショ
ン結果の整合性を繰り返し取りながら、結果
の精度向上を高めているのが実情だったので
す。VWはこうした状況を効率化すべく、
CAEとHILSソフトを錬成することで、メカ
領域と電気領域のシミュレーションを繋ぎ合
わせました。ECUの特性とインペラのイナー
シャ（慣性モーメント）などのコンプレッサ
特性を一元的に捉え、「電動コンプレッサシ
ステム」としての機能・性能のワンストップ
解析の実現を目指しているのです（図2）。
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■�デザインの優劣を定量化するスバル
　開発領域で用いられることが多かった、
バーチャル・シミュレーションを開発以外の
領域にも活用するユニークな取り組みも出て
きています。スバルは、市場で受容性の高い
車のデザインをシミュレーションで数値化し
た“市場標準モデル”と呼ばれる独自のツー
ルを活用し、デザイン性の向上につなげてい
ます。この市場標準モデルとは、市場の車の
形状のうちデザインへの影響が強い上位70%
のサンプル点を選定し、それらの点の平均座
標に販売実績を元にした係数をかけて得られ
る座標から作られるモデルです。スバルはこ
のモデルをベースに受容性の高いデザインの
特徴を捉えた上で、スバルとしてのアイデン
ティティを織り込み、デザイン性の向上につ
なげています。さらに、各市場における標準
モデルの特徴や経年の変化から、将来の受容
性の高いデザインを読み解くことも実現して
いるようです。社内ではデザイナー間での感
覚的な説明を数値で理解することができ、“開
発における強い見方”と認識されつつあるよ
うです。

■�ダントツのものづくりの実現に向けて
　今後、バーチャル・シミュレーションをは
じめとした、様々なデジタルツールを活用し
たものづくり変革が急速に加速していくこと
は疑う余地はありません。ドイツで提唱され、

近年脚光を浴びている「Industry 4.0」とい
うコンセプトも、インターネットやデジタル
技術を活用し、ものづくりを段違いに進化さ
せる産業革命を指しています。バーチャル・
シミュレーションに加え、スマートロボット、
ビッグデータなど、最新のデジタルツールを
活用することでものづくりを変革し、国をあ
げてドイツ製造業の圧倒的な競争力の構築を
目指しているようです。人間の経験や感覚で
生み出してきた変革を、圧倒的な計算量や対
象領域の広さを活かして、効率化に留まらず、
段違いの性能向上を狙っています。

　このようなトレンドの中、日系の部品メー
カーも変革すべきタイミングではないでしょ
うか。物理現象の「からくり」を解明する。
日本の製造業が得意としていたことです。改
善によってソフトウェアモデルの作り込みを
極める。これも日本らしい木目細かさが活き
るものです。まずは自社のどの開発機能を強
みとすべきか見極めたうえで「からくり」の
解明に拘ったバーチャル・シミュレーション
を取り入れてはどうでしょうか。自らの作る
部品が全体のシステムの中で果たす役割を
しっかりと踏まえた上で、からくり解明に挑
戦し、そこで得た知見を、部品を跨いで展開
する。こんなエンジニア冥利に尽きる戦い方
で是非とも世界を席巻して欲しいと考えてい
ます。

ローランド・ベルガー
ニュースレター＜Vol.14>
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委員会活動
  業務部
●業務報告（7/16〜8/15）
8月1日 政策委員会と自動車総連との懇談会　自動車総

連との懇談会を開催し、自動車部品業界の課題
等の認識共有、意見交換を行った。（八芳園）

●行事予定（9/16〜11/15）
9月24日 CSR 推進研究会（自動車部品会館）
10月9日 旧型補給部品検討会（自動車部品会館）
10月14日 広報部会（自動車部品会館）
10月15日 災害時の初動対策訓練セミナー（自動車部品会館）
10月17日 中小企業施策委員会（経団連会館）
10月24日 総務委員会　工場見学会（トヨタ自動車東日本

㈱　本社･大衡工場）
10月30日 災害時の初動対策訓練セミナー（自動車部品会館）
11月4日 技術展示商談会（ヤマハ発動機㈱　本社）　

  関東支部
●業務報告（7/16〜8/15）
7月31日 産業実地研修（自動車部品産業理解促進事業）　

専門高校教員を対象とした工場見学及び意見交
換等を実施。（プレス工業㈱藤沢工場）

●行事予定（9/16〜11/15）
9月17日 中小企業支援事業説明会　（独）中小企業基盤整

備機構が実施している中小企業支援事業の紹介
と個別相談会。（自動車部品会館）

9月19日 関東支部運営委員会社懇親ゴルフ会　関東支部
運営委員会社の親睦を深めるための懇親ゴルフ
会。（平塚富士見カントリークラブ）

10月4日〜10月11日
 インド自動車産業視察研修　インドの自動車及

び自動車部品産業の視察（インド）

  中部支部
●業務報告（7/16〜8/15）
7月16日 優良企業工場見学会　（中小企業部会）
 （東レ㈱　オートモーティブセンター） 
7月17日〜18日
 ISO/TS16949:2009　内部監査員２日間セミナー

（刈谷市産業振興センター）
7月17日〜18日
 ISO14001:2004　内部監査員２日間セミナー（刈

谷市産業振興センター）
7月23日 優良施設見学会　（環境部会）（ＴＯＴＯ㈱　滋

賀工場）    
7月30日 講演会　「自動車の安全問題とADAS・自動運転

について」　今井英二氏（部工会　技術担当顧問）
（名古屋栄ビル）

●行事予定（9/16〜11/15）
9月25日 優良施設見学会　（環境部会）（大和ハウス工業

㈱　総合技術研究所・奈良工場） 
9月27日〜10月5日
 東南アジア自動車産業視察（ヤンゴン・ハノイ・

バンコク及び近郊）

10月6〜7日
 研修会派遣　「5S と目で見る管理」(前期)
 （中小企業大学校瀬戸校）
10月10日 優良企業工場見学会（中小企業部会）（YKK(株)

黒部事務所）
10月22日 事例選考会(環境部会)（名古屋栄ビル）
10月29日 講演会・懇親会 

「中部地域の産業展望と課題」(仮題) 
中部経済産業局　局長　井内摂男氏（名古屋東
急ホテル）

11月11〜12日
 研修会派遣　「5S と目で見る管理」(後期)　（中小

企業大学校瀬戸校）   

  関西支部
●業務報告（7/16〜8/15）
7月23日 経営研修会　情報交換会（ウェスティンホテル

大阪）
7月24日〜25日
 品質分科会　ISO/TS16949:2009内部監査員2日間

セミナー（新小倉ビル）
8月7日 生産分科会　第1回委員会・工場見学会（大東プ

レス工業(株)）

●行事予定（9/16〜11/15）
10月8日 技術分科会　第2回勉強会・見学会（ローム(株)）
10月10日 品質分科会　第2回勉強会・見学会　『航空機産

業の品質管理』(仮題)（三菱重工業(株)）交通・
輸送ドメイン（小牧南工場）

10月21日 生産分科会　第2回委員会・ご指導会・見学会　
柿内幸夫技術士事務所 柿内幸夫氏（新興工業(株)）

10月22日〜31日
 経営研修会　欧州視察　（ICOSPA他）(一社)日本

金属プレス工業協会共催
11月7日 総務分科会・補修部品分科会共催　第2回勉強会

『工場経営 in ベトナム』（(株)エクセディ）

  国際部
●業務報告（7/16〜8/15）
7月25日 知的財産権部会　・本年度の模倣品対策活動進捗

状況報告　他　中国税関向け活動、模倣品危険性
啓発活動、中国以外での模倣品対策活動の検討）

（部工会）
7月25日 海外ショー出展検討ＷＧ　・オートメカニカ上海会場

内での模倣品啓発活動のやり方検討（部工会）
7月31日 国際物流ＷＧ　・各国での物流に関する困り事

検討、パレット紛失対応案検討　他（部工会）
  
●行事予定（9/16〜11/15）
9月18日 国際委員会　・海外事業展開・安定化支援活動

進捗報告　・知財権活動進捗報告　他（部工会）
9月26日 知的財産権部会・関係ＷＧ　・中国での模倣品

対策の検討、中国外での模倣　品被害状況のの
把握・検討、特許戦略研究　他（部工会）

9月29日 国際物流ＷＧ　・各国での物流に関する困りご
とへの対応、EPAﾏﾄﾘｯｸｽ　他（部工会）

10月2日 日米欧三極部品会議(事務局会合）　・日米欧の自
動車業界団体による会合　・各地域の自動車業
界動向　他（パリ）

10月24日 知的財産権部会関係ＷＧ　・中国税関向け模倣
品対策活動の検討、オートメカニカ上海での模
倣品対策活動検討　他（名古屋栄ビル）
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技術関係委員会等の開催状況（7／16～8／15）

日　時 会　議　名 開催場所 概　要

7月28日 基準認証部会
中国WG 自動車部品会館 1) CQC訪日への対応検討

8月1日 基準認証部会 自動車部品会館 1) AAF-AC3会議（9月日本開催）対応

2) ASEANミッション計画について

日　時 会　議　名 開催場所 概　要

7月31日

DE促 進 部 会・3D-CAD
新技術調査WG

安保ホール（名
古屋） 1) セキリュリティの啓蒙活動

DE促進部会OEM_CAD-
WG 自動車部品会館 1) データ授受の運用

5月30日 ITS部会幹事会 自動車部品会館 1) ITS部会の経緯について
2) ITS部会の今後の活動について

1. 総合技術委員会

2. 基準認証部会関係

3. IT対応委員会関係

4. 環境対応委員会関係
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

7月16日 LCA分科会幹事会 自動車部品会館 1) 中長期計画について
2) LCIデータ算出ツール更新について

7月18日 環 境 保 全 規 制 対 応 検 討
WG 自動車部品会館 1) 「環境法規制対応ガイダンス」内容充実検討

7月24日 化学物質規制対応分科会
幹事会 自動車部品会館 1) 規制物質の精査活動について

2) REACH TF活動報告

化学物質規制対応分科会
全体会 自動車部品会館 1) 各国の化学物質規制動向について

2) 規制物質の精査活動報告

7月25日 製品環境部会 自動車部品会館 1) 各分科会の経過報告
2) CATARC主催国際フォーラム対応について

7月28日 LCA分科会幹事会 自動車部品会館 1) 各WG組織検討について
2) 中長期計画について

LCA分科会 自動車部品会館 1) 中長期計画について
2) 各WGにおける対応について

8月1日 JAMAシート分科会幹事
会 自動車部品会館 1) JAMAシートver2.22改正について

2) CAMDSデータ変換ツール対応について

8月5日 環境対応委員会幹事会 刈谷市産業振興
センター

1) 各部会・分科会　他の年度活動計画の推進状況とトピック
2) 総合技術委員会報告
3) 事務局情報

8月7日 工場用化学物質分科会 自動車部品会館 1) 生産環境部会説明会対応について
2) 各WG活動報告

5. 品目別部会関係
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

7月22日 ブレーキホース部会
豊田合成㈱
サンコートイー
スト研修所

1) ブレーキホース部会　中国ミッション報告(6/25-29)
2) 中国CCC工場監査日程
3) 韓国認証
4) インド認証
5) 年会費

7月28日 ラジエータ分科会 自動車部品会館

1) H26年度ラジエータ分科会メンバー紹介
2) H26年度活動内容の確認
3) 5/22開催　自技会ラジエータ分科会の依頼について
4) 分科会会費について
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日　時 会　議　名 開催場所 概　要

7月31日 車輪技術部会及びタイヤ・
リム合同会議 自動車部品会館

1) ISO,JIS,JASO対応について
2) 2015年版JATMA YEAR BOOK R章改正について
3) ホイールの各国部品認証対応について
4) 自技会関係について

8月1日 電線部会 自動車部品会館 1) 前回議事録確認について
2) JASO DXXX高圧電線規格1次案審議について

ランプ部会 メルパルク京都
（京都）

1)  GTB会議(7/14-17@Karlsruhe)の結果報告と今後の対応方針に
ついて

2)  「灯火器の型式指定基準及び技術基準に係わる解説書」の改訂・
見直しの検討について

3) 中国ミッション報告(基準認証部会・中国WG)
4) UN規則の国内採択作業状況(LPL,2輪,光源関連)

8月4日 エ ア バ ッ グ 分 科 会CE-
WG 自動車部品会館

1) INERIS対応結果(6/11)確認と今後
2) BAM来日対応計画(9/18)
3) CLEPAの情報確認と今後
4) ウクライナ、韓国他火薬・エアバッグ法規情報

●行事予定（9/16〜11/15）

月　日 会合名称など 概　要 場　所

9月19日 JAMAシート分科会幹事会 自動車部品会館

9月19日 JAMAシート分科会全体会 自動車部品会館

9月25日 車輪技術部会 自動車部品会館

9月25日 製品環境部会幹事会 CATARC主催国際フォーラム・結果報告　ほか 自動車部品会館

9月26日 第2回総合技術委員会 自動車部品会館

9月29日 ラジエータ分科会 自動車部品会館

10月2日 化学物質規制対応分科会幹事会 自動車部品会館

10月16日 DE促進部会幹事会 総合技術委員会報告　ほか 自動車部品会館

10月16日 DE促進部会 総合技術委員会報告　ほか 自動車部品会館

10月17日 電線部会 JASO DXXX高圧電線規格1次案審議　ほか 自動車部品会館

10月23日 製品環境部会幹事会 自動車部品会館

10月24日 製品環境部会 自動車部品会館

11月11日 ランプ部会 自動車部品会館
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視
察
報
告

中部支部　中小企業部会主催
「東レ㈱オートモーティブセンター」

　一般社団法人　日本自動車部品工業会

中部支部　中小企業部会委員　川地  聡司
　　　　　　　（豊和繊維工業㈱人事部）

１.	 日 時	： 2014年7月16日（水） 
   14：00〜16：30
２.	 訪 問 先	：  東レ株式会社　オートモー

ティブセンター
３.	 面 談 者	： オートモーティブセンター 
   　　所長代理　清水信彦氏
   自動車材料戦略推進室
   　　課長　柴田恭平氏
４.	 参 加 者	： 中部支部会員企業　21名 
   （12社）
５.	 見学目的	 ：	自動車向け先端素材・部材の開

発拠点である「オートモーティブ
センター」の施設見学および炭素
繊維複合材等による自動車向け
材料開発の説明を受け、技術開
発とものづくりの参考とする。

６.	 内　　容	 ：
　１）概要説明
　２）施設見学　オートモーティブセンター
　３） 講演　「東レの自動車向け材料開発について」
７.　A＆Aセンターの概要
　A＆Aセンターは、滋賀・愛媛・名古屋の各事
業場に分散していた自動車・航空機用途向け先
端材料の開発拠点を一か所に集約し、効率化す
る目的で、2009年4月に名古屋事業場内に設立さ
れた。
　A＆Aセンターは、コンポジット（炭素繊維複
合材料）製品の技術開発を担うアドバンスコン
ポジットセンター（ACC）、自動車向け先端材料・
部材の総合技術開発を行うオートモーティブセ
ンター（AMC）、エンジニアリングプラスチッ
クの開発を担う樹脂応用開発センター（PATEC）
から構成された新たな総合技術開発拠点であり、
相互に有機的に連携・補完し合うことで、東レ
グループの先端材料・技術を融合したソリュー
ションを提案していくことができる。また自動
車・航空機産業の主要企業と隣接の立地を活か
した共同開発の強化、スピードアップを狙い名
古屋地区に設けられた。

８.　施設見学
　１）技術開発機能（試作・評価棟）

自動車向け先端高分子材料の評価や解析
に関する技術開発を行うために、テスト
ピースから基本形状部材の開発や部品レ
ベルの大型成形・評価・解析行うための
試験設備と予測シミュレーションのCAE
技術を保有し、これを活用した設計も提
供可能で、顧客との共同開発を進めるた
めの評価試験可能なオープンラボの充実
に積極的な取り組みが見られた。

　２）自動車材料・技術情報のギャラリー
素材・テーマ毎に新素材や新技術が展示
され、各コーナーに使用素材と適用製品
サンプルが解り易く紹介され、我々企業
の提案ヒントとなる展示レイアウトと
なっている。また次世代型コンセプトＥ
Ｖ「ＴＥＥＷＡＶＥ」の市街走行可能な
完成車両展示もあり東レ殿の技術力の高
さを見ることができた。

９.　講演「東レの自動車向け材料開発について」
　自動車分野におけるCFRP（炭素繊維強化プラ
スチック）の開発状況として、高強度・高弾性の
特性を生かした取組みから、それぞれの持つ弱点
力学特性と成形時間の相関を上げる開発を進め
て、CFRPの持つ特性である軽量性能（金属の約
1/2重量）と衝突安全性・運転性・組立工数低減
などに力を注ぎ、ハイサイクル化も実現して各種
車両にも採用され、更なる発展を目指している。

「東レの自動車向け材料開発について」の講演
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１０．所感
　東レ殿の地球規模の展開やコア技術開発等々、
東レグループの総合力を活かした取組みと、ま
た新たなる価値への創造に挑戦している経営方
針など色々と学ぶところがあった。それに加え
て我々企業として知見がなかった素材・部材と
複合材料やソリューション創造などへの今後の
自社発品への応用に向けた提案を行いたい。
　最後に、ご対応いただいた清水所長代理はじ
め関係者の皆様には、この場をお借りして感謝
を申し上げます。

以上

オートモーティブセンター展示場にて
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「ものづくり」を支える
デジタルエンジニアリング	
で連携強化

委員会・部会の活動内容を簡単に
教えてください。
当部会は、2012年度までは「CAD
部会」と称し、3D-CADに関する情

報共有を主にメンバー間で行ってきまし
た。2013年度からは、日本の自動車業界の
競争力強化と部品業界全体の底上げにつな
がる取り組みにシフトし、名称も「DE(デ
ジタルエンジニアリング)促進部会」と変
更、 活 動 範 囲 を「 製 品 開 発 領 域 で の、
CADデータに関わる非競争領域の各社共
通課題への対応」とし、再出発しました。
活動は、幹事会と4ワーキンググループか
ら構成され、各課題の解決策をWG活動中
心で見出していき、成果物を部工会ホーム
ページ経由で公開していく形の活動です。
現在は「3D-CAD新技術調査」「3D活用展
開・効果把握」「OEM CAD」「構造改革」
のWGがあり、月一回の会合とメール等で
の情報交換を進めています。
幹事会活動では、また、自動車工業会の
DE(デジタルエンジニアリング)部会とその
傘下のWGへ委員派遣し、情報収集と意見

交換を進め、その内容を部会内で共有して
います。また、部会の円滑推進を目的に各
種企画立案も行っています。

委員会・部会の具体的な活動と注
力しているポイント（現在の課題

等）について教えてください。
月一回の定例会議では、全体会議
(情報共有、個社困りごと相談)と

WG活動を行います。個社として調査する
には限界がある内容を部工会という冠で、
セキュリティベンダー・CADベンダーと
接し、有用な情報を得ています。部品メー
カーといっても扱っている製品は様々で
データの取り扱いや保護対象も異なりま

Q

Q

A

A

IT対応委員会　DE促進部会
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す。こういった幅広い情報ソースから、自
社のセキュリティ対策状況・CADデータ
活用状況の相対的な位置がわかりますし、
先駆者の成功例・失敗例を自社の活動に参
考にすることができます。
また、CADデータに関わる問題を取り扱っ
ている関係上、CADベンダーとの密接な
連携が必須です。昨年度は、CADベンダー
とのパイプ作りに注力しました。今年度は、
そのパイプを生かし、問題提起等を行いっ
ていく考えです。

主な活動内容について教えてくだ
さい。
幹事会は他団体・業界の協調活動
や会議全体のステアリングを行っ

ています。この活動の中で、委員のモチベー
ション向上・知見を広げる目的で、年一回
他業界の企業と交流会を設けています。昨
年度は、富士ゼロックスと交流会を設け、
工場見学・技術交流会を設けました。

特筆すべき点やアピールするポイン
トがありましたら教えてください。
DEという幅広い分野の調査・まと
め活動を行っていますが、先ほど

も述べたように26社で4つのWGに分かれ
て活動しており、リソース不足が一番の問
題です。このため、今年度より幅広く委員
会社の募集を始めました。興味のある部工
会会員各社に当たっては、是非参加を検討
していただきたくお願いします。

Q

Q

A

A

IT対応委員会DE促進部会
部会長　東野　正信

NOK株式会社 
技術本部技術統括部システム課　副課長
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8月22日に北米事務所と同じミシガン州Novi市
にある北米会員企業Toyota Boshoku America
の会議室とガレージをお借りして、カナダの自動
車部品工業会APMAとの懇親会を開催しました。
APMA会員の中にはコネクティッド・カーに使わ
れる技術と製品を持っている企業が多くあり、こ
れらの企業が協力してひとつのプロジェクトが行
なわれました。APMAがトヨタのカナダ工場で生
産されているレクサスRX350を１台寄付しても
らい、これをベースに13の企業とカナダの大学な
どが技術を持ち寄ってコネクティッド・カーを造
り上げたのです。完成したクルマはカナダと米国
で各自動車メーカーの研究開発センターやIT産業
博覧会等のイベントに展示されていますが、この
日はデトロイト地域のJAPIA会員企業にお披露目
する機会を頂きました。

　在デトロイト・カナダ総領事館からジョージ総
領事、日本総領事館からは野田首席領事と高瀬領
事にもご参加頂き、コネクティッド・カーについ
てAPMAのロジャース専務理事が中心となってカ
ナダ企業の皆さんが説明してくださいました。

JAPIA会員の皆さんは実際に運転席や助手席に乗
り込んで熱心に説明を聴いていらっしゃいました。
タブレット型コンピュータのような大きいタッチ
スクリーンはドライバーの認証から呼気のアル
コール分検出、周囲に取付けられたカメラの画像
など様々な機能を設定できるほか、スクリーンに
タッチせずにその前で手を動かすだけで操作でき
る機能もありました。もちろん盗難にあったとき
は遠隔操作でエンジンを止められるだけでなく、
クルマのある位置もすぐに分かるそうです。

　プロジェクトに参加したカナダ企業は１社ずつ
では持てる力をお客様に十分理解して頂けないが、
こうして13社が力を合わせてシステムの全てを造
り上げることで「プロダクト」として形あるもの
を見せることができるとおっしゃっていました。
オンタリオ州製のRX350にオンタリオ州の企業
グループがそれぞれの最新技術を注ぎ込んで完成
させたコネクティッド・カーの後部バンパーには
THIS VEHICLE WAS BUILT IN ONTARIO（こ
のクルマはオンタリオ州で造られました）と誇ら
しげに書かれています。車体の側面にはAPMAの
ロゴでもありカナダの象徴でもある赤い楓の葉が
描かれています。

　メキシコに自動車産業が驚異的なスピードで拡
大する中、すっかり取り残された感のあるカナダ
ですが、こうして部品業界が力を合わせて実力を
示すことはとても有効でまた意義のあることだと
思います。一方で日本も他人事ではありません。
JAPIA会員の間でもこのように協力して何かがで
きないだろうかと考えさせられた交流会でした。

　北米事務所だより
vol.

109

「APMA-JAPIA懇親会：コネクティッド・カー」
JAPIA北米事務所　河島 哲則
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会社プロフィール

会社は社会の公器。
常に先進的な技術開発により、
これまでにない製品づくりを！
経営理念として～「実力・誠実・闘魂」
これらがあらゆる生活の場における三
種の神器（創業者　佐藤千壽氏）

千住金属工業 株式会社

　高機能はんだ材料とはんだ技術で、経産省の「グ
ローバルニッチトップ企業」にも選ばれた千住金
属工業。主要取引先であるインテルが求めるすべ
ての重点項目で卓越した企業に与えられる「サプ
ライヤー・コンテニュアス・クオリティー・イン
プルーブメント（SCQI）賞」も５年連続通算１０
回受賞している。同賞は品質やコスト、供給体制、
技術だけでなく、顧客サービスや労務・倫理、環
境持続性など、多くのインテルサプライヤーの中
でも数社にしか授与されない栄誉ある賞だ。急速
に進むクルマの電子制御化を追い風に、自動車産
業との接点も増えている。

　「千住鉛工場」からスタートした千住金属工業は

当初、はんだのほか、水道や地中に埋め込む電話
線などに使われる鉛管を扱っていた。鉛管は当時、
水を通しても安全なものとされていたが、酸性雨
の影響で地中に鉛が溶け出すなどの事例が出てか
ら“鉛フリー”を目指して大きな事業転換を迫ら
れることに。技術開発に注力し、はんだ技術を中
心とした金属同士の接合技術を提案、現在は売上
の７割を海外が占めるという。

　事業ははんだ材料とその材料を用いてはんだ付
けをするためのはんだ付け装置、そして自動車や
建機への軸受部品に大分される。すべり軸受部品
としては自動車にはエアコンのコンプレッサー内
やワッシャー、ブレーキホース内などに数多く採
用されている。
　はんだ材料とはんだ付け装置の技術開発は、鉛

クルマの電子化を追い風に

「水道の鉛管製造からスタート」

電機業界の鉛フリーにいち早く対応

本 社

代 表 者
設 　 立
資 本 金
従 業 員
事 業 所 拠 点
部 工 会 加 入

〒120-8555　東京都足立区千住橋戸町23番地　
TEL.03(3888)5151(代)　FAX.03(3881)2752
URL http://www.senju-m.co.jp/
代表取締役社長　鈴木良一
昭和13年（1938年）4月15日
400,000,000円 （平成24年4月1日現在）
950名
国内17拠点、海外32拠点
1961年

取材対応いただいた
国際事業部統括部長
副理事　奥野哲也さん（中央）
環境技術主幹
工法技術部　中村喜一さん（右）
営業三部　竹内成嘉さん（左）

本社外観
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進化する鉛フリーはんだをはじめ、各産業でコア技術を生かす

フリーへの挑戦でもあった。定番の「やに入りは
んだ」「棒はんだ」のほか、近年ははんだ付けした
い部分にはんだをスクリーン印刷し、オーブンで
加熱する「ソルダペースト（はんだペースト）」が、
急速に小型化するスマホやカメラなどのSMT（表
面実装技術）を支えている。電気電子機器の実装
技術として進化してきたはんだ付けだが、日本の
大手電機メーカーの“鉛フリー化”は、同社の技
術革新によるところが大きい。

　なかでもインテルとの取引では、大いに鍛えら
れたという。ウエリーへのはんだ付けや、半導体
パッケージのBGA（ball grid alley）などには、「ソ
ルダボール」が使用され、インテルチップのほぼ
全数で採用されている。品質管理だけでなく、事
業継続のための在庫管理や生産地の分散、調達す
る鉱物素材の紛争フリーなどCSR調達を積極的に
推進し、冒頭の賞を受賞している。紛争鉱物につ
いては「弊社はモノづくりの川上に位置しており、
川下に位置するお客様に把握した情報を正しく伝
達することは責務」とし、南米やアフリカなど担
当者が定期的に調達先まで足を運び確認している。

　

　「インテルに勉強させていただいたことは車載用
でも役に立っている」という。自動車では、近年
増え続けるECUではもちろん、EVやHEV、燃料
電池などモーター動力系の“パワー半導体”では、
熱を逃がすため大面積なはんだ付けが必要だ。温
度や振動、加速度など、宇宙用途に次いで過酷と
言われる車載用はんだには、信頼性の高い材料を
開発している。

　千住金属工業の創業からの理念は「社会の公器
たれ」。環境や省エネへの取り組みがしやすい土壌
があるようだ。近年ははんだでも省エネな「低温
はんだ」や「省エネ装置」の開発に注力するほか、
はんだ加工技術を駆使して、これまで加工が困難
だった耐食被覆合金Zn-Sn-Mgを、良好な溶射性能
を発揮する線状（wire）に加工する技術を開発。
100年間交換不要な水道管の開発・製造に協力して
いる。また同社の関連会社、千住スプリンクラーは、
消火用スプリンクラーの国内トップシェア。はん
だ技術が大いに活かされているという。
　同社は常に先進性とチャレンジャー精神で、こ
れからも技術集団として進化を目指していく方針
だ。

様 な々分野で技術革新を
製品開発に活かす

事業継続の様 な々方策を実施

高い技術と信頼性を自動車産業でも
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※（　 ）内の数字は掲載日付▶▶日刊自動車新聞の主要ニュースから部品業界の動きを追う
7 8 月

行政・団体
7月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■資源エネルギー庁、夏本番　節電を呼びかけ強化（26日）
 梅雨明けとともに全国各地で気温が上昇する中、経済産業省資源

エネルギー庁は、節電や省エネを促す取り組みを強化する。
■ベアリング不良で発火も、国交省、点検呼びかけ（28日）
　国土交通省がホイールベアリングの点検整備を呼びかけている。
■国交省、スマートIC　新たに18カ所設置（28日）
　国土交通省は、新たに18カ所のスマートインターチェンジ（IC）

を設置することを決めた。
■国交省、独立統合機に型式審査を拡充（30日）
　国土交通省は、自動車の型式認証制度に基づく審査を首都圏以

外でも実施する検討に入った。
8月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■国交省、今年度の予算消化は半分程度　補助金を再公募（4日）
　国土交通省は、スキャンツール（外部故障診断機）補助金の再

公募を9月上旬にも始めることを明らかにした。今年度分の補助
金は7月1日に申請受け付けを開始。

■文科省、専門学校の授業料減免制度創設　整備業界にも追い
風（4日）

　文部科学省は、専門学校の授業料減免制度を創設する方針を固
めた。成績ではなく、学生の経済状況を重視して支援の可否を
決める意向で、来年度の概算要求に関係費用を盛り込む。

■鋼球カルテル、奈良の会社に課徴金10数億円命令へ（6日）
　自動車などに使われるベアリング用の鋼球で価格カルテルを結ん

でいたとして、公正取引委員会が独禁法違反（不当な取引制限）で、
ツバキ・ナカシマ（奈良 県葛城市）に10数億円の課徴金納付命
令と排除措置命令を出す方針を固め、事前通知をしたことが5日、
分かった。

■厚労省、労災増加で緊急要請文　業界団体などに対応促す（8日）
　労働災害（労災）が増えている中、厚生労働省がその対策に乗り

出した。今年上期（1～6月）の死者数は昨年上期に比べ2割増え、
休業4日以上の死傷者も同3.6％増えた。自動車関連では製造業
やトラック運送事業などで増加が目立つ。

■超小型モビリティー近く１000台突破　国交省（12日）
　国土交通省の補助事業に基づく超小型モビリティーの普及台数

が近く、1000台を突破することがわかった。
　経産省が自動車産業戦略、国内活性化へ方向性
■経産省、自動車税制の減税制度にルール構築要望（21日）
　経済産業省は、今後の自動車税制改正をにらみ、減税を判断す

る基準の安定性や予見可能性を確保するよう、政府・与党内で働
きかけていく方針だ。

■産学連携強化し開発支援（22日）
　経済産業省は、「自動車産業戦略2014」を産業構造審議会（経

産相の諮問機関）の関係部会に示した。

■経産省、中国での独禁法違反続出　当面は成り行き注視（22日）
　中国当局が日系を含む自動車・部品メーカーへの調査・摘発を進

めている問題について、経済産業省は「（摘発が）日本勢だけな
のか、手続きに問題はないの かなど、まず状況を見ていく必要
がある」（製造産業局自動車課）と成り行きを注視している。

■経産省、セルロースナノファイバー製部品実用化に本腰（25日）
　経済産業省は、鋼鉄に比べ5分の1の軽さと5倍以上の強度を持つ
「セルロースナノファイバー（CNF）」を使った自動車部品を2020
年代にも実用化する方針だ。

国　　内

7月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■小倉クラッチ、自動ロボットのアーム誤作動防ぐ小型ブレーキ

開発（26日）
　小倉クラッチは小型電動車両（EV）の制動に用いる薄型無励磁

作動ブレーキの技術を応用し、外径15～20mmの「小形無励磁
作動ブレーキ」を開発した。

■トヨタ、車体色もっと多彩に（28日）
　トヨタ自動車は、車体色の開発を強化する。
■アドバネクス、埼玉に初の自動車向け専用工場（29日）
　アドバネクスは、埼玉県本庄市に自動車用精密ばねの工場を建

設する。
■コンティネンタル、投影距離異なる情報同時に表示可能なフル

カラー HUD開発（30日）
　独コンティネンタルは、前方の風景に合成した画像と車両近くに

見える表示を同時にフロントガラスに投影するフルカラーのヘッド
アップディスプレー（HUD）を開発した。

■ゴム工業会が雇用調査、タイヤ４社、人員減（30日）

クローズアップ❶
　ジェイテクトは、阿波踊りを完
全再現して披露する「阿波おどり
ロボット　すだちくん」を開発し
たと発表した。パワーステアリング、
軸受、工作機械の	技術を盛り込ん
だもので、モーター駆動で阿波踊
りを行う。音楽に合わせて人と同
じテンポで踊り、通りを練り歩く
ように前進する。連続で30分間
の稼働が可能だ。（8月2日）

ジェイテクト「すだちくん」
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　日本ゴム工業会は、会員企業を対象に2014年4月末時点での雇用
状況を調査した。タイヤメーカー4社では１年前（13 年4月末）よ
りも正規従業員、臨時従業員ともに減少したが、工業用品メーカー
では正規従業員のみ減少していることが分かった。

8月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■自動車ディーラー・ビジョン公表（2日）
　日本自動車販売協会連合会（自販連）は、2014年版の「自動車ディー

ラー・ビジョン（乗用車店編）」を公表した。
■シェフラージャパン、20年までに社員数２倍に（2日）
　独シェフラーの日本法人であるシェフラージャパン（四元伸三代表

取締役、横浜市神奈川区）は、2020年までに社員数を現状の約
2倍となる500人体制まで拡大する。

■日産、人材育成を強化　新型車立ち上げや工場増設（4日）
　日産自動車は、グローバルで“ものづくり”の人材育成強化に乗

り出す。海外生産拠点の従業員が現地でトレーニングする範囲を
拡大していく。

■三菱重工、レーザー加工機に参入（4日）
　三菱重工業は、レーザー加工機事業に本格参入すると発表した。

切削加工や放電加工では難しい材料の精密加工などに対応でき
る先進的なレーザー加工機の販 売に向けて、年内をめどに製品
化に着手する。同社が持つレーザー制御・加工技術を生かし、
工作機械分野での新事業の柱として育成を図る。

■トヨタ系部品メーカーの4～6月期、業績拡大の踊り場鮮明に 
（5日）

　トヨタ系部品メーカーの2014年4～6月期決算が出揃い、各社の
業績が成長の踊り場に差し掛かかる様子が鮮明となった。

■日産、EV通勤を奨励　職場へ充電器　賛同企業に支援（7日）
　日産自動車は６日、電気自動車（ＥＶ）による通勤を奨励するプ

ロジェクト「ワークプレースチャージング」の推進を本格化する。
■富士重、新本社が完成　ブランド情報発信も（7日）　
　富士重工業は、新たな本社屋となる「エビススバルビル」を報道

陣に公開した。18日から業務を開始する。
■トヨタ系部品メーカー、電機、電子技術領域の人材狙い中部圏

外へ研究開発拠点（7日）
　トヨタ系部品メーカーが電機、電子技術領域のエンジニアを求め

て中部圏外に研究、開発拠点を設置するケースが相次いでいる。
■タカタ、エアバック不具合受け最終赤字に（8日）
　タカタは、2015年3月期通期の最終損益が240億円の損失になる。
■トヨタ、生産委託先の集約加速　中部・東北・九州　完全子会

社を優先（8日）
　トヨタ自動車が完成車の生産委託を中部、東北、九州の完成車

両メーカーに集約する動きを加速している。
■住友ゴム、グッドイヤーとの提携解消　秋以降に仲裁協議（9日）
　住友ゴム工業の池田育嗣社長は、中間決算会見で米グッドイヤー

タイヤ＆ラバーカンパニー（グッドイヤー、オハイオ州）との提携
解消について、今年秋以降に仲裁の協議が始まるとの見解を示し
た。

■横浜ゴム、不二精工のタイヤビード事業を子会社化（9日）
　横浜ゴムは、不二精工（高木力社長、岐阜県羽島市）が分社化

するタイヤビード製造子会社の全株式を譲り受けることで合意し
た。

■ホンダ系部品メーカー4～6月期決算、売上高　微増にとどま
る（12日）

　ホンダ系部品メーカー13社の2014年4～6月期決算は、タイの市
場減速や北米での受注台数減少により売上高が前年同期比0.7％
増と微増にとどまり、営業利益は同5.2％の減少となった。

■日本バイリーン、第三者割当増資で新工場など建設（13日）
　日本バイリーンは、第三者割当増資を行うことを決議したと発表

した。300万株の新株を発行し、17億2800万円の資金を調達する。
■部品メーカー、工場や品質管理ノウハウ武器に農業参入（14日）
　将来的に国内生産が縮小するリスクに対し、部品メーカーが農業

への参入を目指す動きが出てきている。
■三菱樹脂、アルミナ繊維製造設備を増強（15日）
　三菱樹脂（姥貝卓美社長、東京都千代田区）は、坂出工場（香

川県坂出市）にアルミナ繊維の製造設備を増設することを決定し、
工事を開始したと発表した。

■日本モレックス、高電圧・高出力コネクターシステム発売 
（16日）

日本モレックス（梶純一社長、神奈川県大和市）は、商用車のハイ
ブリッド車や電気自動車に適した高電圧・高出力コネクターシステ
ムを発売した。

■日産系部品7社　4～6月期決算、大幅な増収増益（18日）
　日産系部品メーカー7社の2014年4～6月期の決算は、売上高が

前年同期比12.4％増、営業利益が同24.9％増と大幅な増収増益
となった。

■タイヤメーカー4社　中間期、売上高・利益が過去最高（19日）
　タイヤメーカー4社の2014年6月中間期の業績がまとまった。原材

料価格の低位安定や為替水準、自動車業界の好調さを背景に4
社とも売上高・利益で過去最高を記録。

■カーナビ各社4～6月期、海外好調で全社が増益（20日）
　カーナビメーカー各社が発表した2014年4～6月期決算は全社が

増収だった。消費増税の影響も若干見られたが、海外向けの販
売が堅調に推移。

■補修部品専門商社3社統合、新会社名「アクセス」に（20日）
　自動車補修部品専門商社の日新自動車（瀬倉久敏社長、大阪市

福島区）、みづほ自動車興業（松村正史社長、東京都千代田区）、
タカラ部品（鵜飼滋社長、東京都中央区）の3社が、経営統合し
て設立する新会社名が「株式会社アクセス」に決まった。

■トヨタと鉄鋼大手、自動車用鋼板価格　上期は３％引き下げ 
（23日）

　トヨタ自動車と新日鉄住金など鉄鋼大手各社が、2014年度上期（4
～9月）の自動車用鋼板価格を13年度下期に比べ3％程度引き下
げることで合意したことが、分かった。

■ティラド、21年度に売上高2千億円、EGRクーターなど環境
製品、日系以外も獲得（25日）

　ティラドは2021年度までに売上高を13年度比2.1倍の2千億円に拡
大する。加速的に需要が伸びているEGR（排出ガス再循環装置）
クーラーとオイルクーラーの販売を大幅に増やすほか、アジア、
北米などで日系以外の自動車メーカーや建機メーカーからの新規
受注を獲得する考えだ。

海　　外

7月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■神戸製鋼所、中国の線材二次加工拠点を増強（26日）
　神戸製鋼所は、中国浙江省平湖市の特殊鋼線材二次加工拠点「神

クローズアップ❷
　日立金属は世
界最高レベルの
磁気特性を持つ
フェライト磁石
「NMF15シ リ ー
ズを新たに開発し
た。自動車のワイ
パーやパワーシー
トなどに搭載され
る	モーターの小
型化、高性能化

を図れる技術として、電装品メーカーなどに対して提案
を進める。今年前半から各社に向けてサンプルの提供を
始めており、2015	年内の受注・量産開始を見込んでいる。
（8月4日）

日立金属、世界トップの磁気特性を
持つフェライト磁石を開発
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鋼特殊鋼線（平湖）」の生産能力を増強することに関し、神鋼商事、
大阪精工、名北工業などの関係株主と合意した。

■河西工業、中国社とドアトリムの生産子会社(28日)
　河西工業は、中国遼寧省大連市に東風ビステオンと合弁でドアト

リムの生産子会社を設立する。
■トヨタ自動車、中国でCVT生産スタート（31日）
　トヨタ自動車は、中国で無段変速機（CVT）の生産を開始した。
■小糸製作所、中国に新生産拠点（31日）
　小糸製作所は、中国湖北省にヘッドランプとリアランプを生産す

る子会社を設立する。
8月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■八千代工業、年内に独に欧州事務所開設（4日）
　八千代工業は2014年内にドイツに欧州事務所を開設する。
■パナソニック、テスラと大規模電池工場建設で合意（4日）
　パナソニックと米テスラモーターズは、米国に電気自動車（EV）

向けの大規模な電池工場（ギガファクトリー）の建設に協力する
ことで合意した。

■神戸製鋼、中国合弁で自動車向けハイテン材生産（13日）
　神戸製鋼所は、中国遼寧省に自動車冷延高張力鋼板（ハイテン材）

の製造・販売を目的とした合弁会社を１日付で設立した。
■日本精工、中国で軸受け取引の独占禁止法違反　制裁金は29億

円（20日）
　日本精工は、中国での軸受けに関する取引が独占禁止法に違反

したとして、中国国家発展改革委員会から制裁金1億7492万人民
元（約29億円）の支払いを命じられた。

■中国の独禁法違反、矢崎など４社も、3者には制裁金（22日）
　矢崎総業、古河電気工業など自動車部品４社は、中国の独占禁

止法に違反していたとの通知を中国国家発展改革委員会から受
けたと発表した。日立オートモティブシステムズを除く3社には制
裁金が科された。

■デンソー、カナダで罰金2億円　電主制御部品で独禁法違反 
（22日）

　デンソーは、車体制御に使用する電子制御ユニットの取引で独占
禁止法に違反したとしてカナダ・オンタリオ州の裁判所から罰金
245万カナダドル（約2億円）の支払命令を受けた。

市　　場

8月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■7月、新車販売2.5％減　登録車は４カ月ぶり増（2日）
　日本自動車販売協会連合会（自販連）と全国軽自動車協会連合

会（全軽自協）が1日発表した2014年7月の新車販売台数は前年
同月比2.5％減の46万260 台となり、2カ月ぶりに減少へと転じた。
登録車は同0.6％増と4カ月ぶりに増加したが、軽自動車が同7.1％
減と13カ月ぶりのマイナスとなったことが響いた。

■普トラ販売14％　レンタカーが急増（2日）
　業界筋がまとめた2014年7月の普通トラック（積載量4トン以上）

販売は、前年同月比14.6増の6354台だった。
■3月末の自家用乗用車世帯当たり普及台数、3年ぶりの減少 
（15日）

　自動車検査登録情報協会（後藤悦治郎理事長）が発表した2014
年3月末時点の自家用乗用車の世帯当たり普及台数は1.069台とな
り、前年実績に比べて0.014台減少したことが分かった。

■5月の合わせ安全ガラス生産、3カ月ぶり減（19日）
　板硝子協会（吉川恵治会長）は、5月の板ガラス生産出荷動向を

発表した。自動車向けを主な用途とする合わせ安全ガラスは、生
産実績が前年同月比0.7％ 減の115万7000㎡で3カ月ぶりに減少。
出荷実績が同3.9％増の117万3000㎡で11カ月連続の増加となっ
た。

■中間期のアルミホイール生産2.0％増、反動減少なく好調 
（20日）

　日本アルミニウム協会（石山喬会長）が発表したアルミホイール
統計月報によると、2014年1～6月の生産実績は前年 同期比2.0％
増の892万6380個、販売実績は同2.4％増の902万5222個となっ
た。

■軽の普及、最多更新　昨年末100世帯に52.9台　前回から加
速（23日）

　全国軽自動車協会連合会（松村一会長）は、2013年末時点の軽
四輪車の世帯当たり普及台数を集計して公表した。それによると
軽四輪車の普及台数は100世帯に52.9台と過去最高を更新。

　部品メーカーの決算が好調だ。２０１４年４～６月
決算は消費増税やタイの政情不安などの影響も懸念
されたが、円安基調で推移したことに加えて、北米の
好調や欧州の景気底打ちが業績を押し上げた。また、
中国での尖閣諸島問題の収束も、日系メーカーにとっ
て大きくプラスに働く格好となった。
　ただ、中国では現在、独占禁止法の取り締まりが強
化されている。日系部品メーカーの独占禁止法違反で
は、制裁金が過去最高額となった。さらに中国当局は
日米欧の自動車メーカーに対して、輸入車の車体価格
や補修部品の価格を吊り上げているとして調査を進
めており、今後の動向に注目が集まっている。

　今回の取り締まりは、短期間の調査で違反を認定し
たと見られる。また、違反の内容や制裁金の決定の仕
方なども不透明な部分があり「国内向けの点数稼ぎで
はないか」という不満の声も聞かれる。
　その一方で、各社ともにカルテルの事実は認めてい
る。また、中国当局の調査は今後も続くことが予想さ
れ、摘発される企業が増えていく可能性も高い。今回
の摘発では証拠提供で制裁金を免れたケースもあり、
企業活動への影響を和らげるためには、一層の情報収
集と早めの行動が不可欠になる。（Ａ）

このダイジェストは7月25日～8月25日まで日刊自動車新聞に掲載した主要な部品関連記事を抜粋。
詳しくは日刊自動車電子版・http://www.netdenjd.com/�（有料・月額3,500円）で読めます。

中国の独占禁止法取締り強化で、情報収集と早めの行動が不可欠記者の目
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■経済産業省■

　経済団体に対して個人情報保護法等の遵守に関す
る周知徹底を要請しました。

本件の概要

　経済産業省は、今般、教育関係事業者において極
めて多数の個人情報が漏えいするという事案が発生
したことを踏まえ、本日、経済団体（日本経済団体
連合会、新経済連盟、日本商工会議所、全国商工会
連合会、全国中小企業団体中央会）に対し、個人情
報保護法等の遵守に関する周知徹底を行うよう、経
済産業大臣名による要請文書を発出しました。

　個人情報は、個人の人格尊重の理念の下に慎重に
取り扱われるべきものであり、個人情報保護法に基
づき、個人情報を取り扱うすべての事業者にとって
の極めて重要な義務として、その適正な取扱いが求
められています。
　今般、教育関係事業者において、極めて多数の個
人情報が漏えいするという事案が発生し、多くの保
護者や国民が不安を感じています。

　このため、経済産業大臣名により、本日付で、日
本経済団体連合会、新経済連盟、日本商工会議所、
全国商工会連合会及び全国中小企業団体中央会の計
5団体に対し、別紙のとおり個人情報保護法等の遵
守に関する周知徹底について要請しました。

　具体的には、要請文書において、団体所属の会員
各社に対し、①社内の安全管理措置、②委託先及び
その先に関与する事業者の監督、③外部からの適正
な個人情報の取得、を含めた個人情報保護法等の遵
守について、現場担当者にとどまらず、社内全体、
委託先事業者等に、周知徹底を図っていただくよう
要請しました。

（※別紙参照　経済産業書ホームページ　http://
www.meti .go.jp/press/2014/08/20140818001 
/20140818001.html）

お知らせ①
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お知らせ②

■厚生労働省■

「労働災害のない職場づくりに向けた緊急対策」を
実施
～死亡災害の大幅な増加を受け、業界団体などに
緊急要請～

　厚生労働省は、このたび、平成26年上半期の死亡災
害の大幅な増加を受け、労働災害のない職場づくりに
向けた緊急対策を実施します。
　平成26年１月〜６月の労働災害発生状況（速報値）は、
死亡者数は対前年比19.4％ (71人)の増加、休業４日以
上の死傷者数は対前年比3.6％ (1,625人)の増加となりま
した。
　緊急対策の柱は、以下の２点です。

１	業界団体などに対する労働災害防止に向けた緊急要請
　以下の緊急要請を厚生労働省労働基準局安全衛生
部長名で実施。
（１）  産業界全体に対する企業の安全衛生活動の総

点検の要請
　経済活動の一層の活発化が見込まれる中で労働災
害の増加が懸念されることから、産業界全体（約
250団体）に対し、企業の安全衛生活動の総点検と
労使・関係者が一体となった労働災害防止活動の実
施を要請。

（２） 労働災害が増加傾向にある業種に対する具体
的な取組の要請　

　特に労働災害が増加している業種（製造業、建設業、
陸上貨物運送事業、小売業、社会福祉施設、飲食店）
に対しては、労働災害防止のための具体的な取組 内
容を示し、その確実な実施を要請。

２	都道府県労働局、労働基準監督署による指導
　都道府県労働局と労働基準監督署において、労働災
害防止団体などと連携した安全パトロールを実施する
ほか、事業場が自ら実施した安全点検の結果などを踏
まえた指導などを実施。（平成26年８月１日開催の全国
健康安全主務課長会議で指示）

＜労働災害発生状況のポイント（平成26年１月～６
月（速報値）＞

（１） 死亡者数
・ 全産業における死亡者数は437人で前年同期に比べ

71人、19.4％と大幅に増加。

・ 業種別で見ると、建設業（159人）、第三次産業（92
人）、製造業（82人）、陸上貨物運送事業（55人）
の順で災害が多発。

（２） 死傷者数
・ 全産業における死傷者数（休業4日以上）は47,288

人で前年同期に比べ1,625人、3.6％増加。

・ 業種別で見ると、第三次産業（19,966人）、製造業
（11,111人）、建設業（6,922人）、陸上貨物運送事
業（5,889人）の順で災害が多発。

（３） 業種ごとの労働災害発生状況
　（製造業）

・ 機械などによる「はさまれ・巻き込まれ」の死傷災
害が大幅に増加（対前年同 期比5.4％増）

　（建設業）

・ 屋根、足場、はしご・脚立などからの「墜落・転落」
と建設機械などに「はさまれ・巻き込まれ」災害な
どによる死亡者が大幅増加（同28.2％増）

　（陸上貨物運送事業）

・  荷積み、荷下ろし時のトラックからの墜落をはじめ
とした「墜落・転落」の死傷 災害の増加（同5.6％増）

（４） 増加要因
　２月、３月の災害増加が顕著であることから、大雪
の影響による交通労働災害や転倒災害の増加、消費
税増税前の駆け込み需要に伴う生産活動や物流量の増
加が大きな要因と考えられます。
　また、４月以降も２月、３月程ではないものの、対前
年を上回る傾向にあり、産業活動が引き続き活発になっ
てきているものと考えられます。

＜主な対策として（抜粋）＞
　（製造業）

・  製造業の中でも製造機械による「はさまれ・巻き込
まれ」、「切れ・こすれ」などの災害防止のための
事業者自身による点検や対策ならびに新規雇入れ
時教育の徹底

・ 暑熱時期の熱中症予防対策の徹底
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指標・統計

1. 四輪車の生産実績 （単位:台）

2. 四輪車の国内販売実績 （単位:台）

3. 四輪車の輸出実績 （単位:台）

1. 自動車部品の生産（経済産業省「生産動態統計」）	 （単位:百万円）

2014.  
4月分

対前年
同月比（%）

1月よりの
累計

対前年
同期比（%）

2014.  
5月分

対前年
同月比（%）

1月よりの
累計

対前年
同期比（%）

総括

自動車部品 41品目 512,613 100.5 2,158,378 105.9 501,985 101.8 2,660,363 105.1 
関連自動車部品 9品目 104,628 105.9 440,281 110.0 98,509 97.2 538,790 107.4 
内燃機関電装品 5品目 34,832 106.3 135,986 110.3 32,629 104.5 168,615 109.1 
二輪車部品 4品目 5,344 110.2 24,086 113.0 5,206 106.9 29,292 111.8 

合　　計 657,417 101.7 2,758,731 106.8 638,329 101.2 3,397,060 105.7 

■自動車の生産・販売・輸出（自工会調）

■自動車部品の生産・輸出・輸入

2014.  
4月分

 対前年 
同月比（%）

1月よりの 
累計

 対前年 
同期比（%）

2014.  
5月分

 対前年 
同月比（%）

1月よりの 
累計

 対前年 
同期比（%）

乗 用 車 652,490 103.3 2,937,311 110.3 655,032 106.1 3,592,343 109.5

　 普   通   車 364,764 98.9 1,602,385 106.4 362,132 100.1 1,964,517 105.2

　 小 型 四 輪 車 136,270 100.0 642,745 104.7 139,774 108.1 782,519 105.3

　 軽 四 輪 車 151,456 119.8 692,181 127.7 153,126 121.5 845,307 126.5

ト  ラ  ッ  ク 107,563 105.0 451,102 107.4 108,743 107.0 559,952 107.3

バ ス 10,431 93.0 46,200 103.6 10,264 94.1 56,464 101.7

合　　　計 770,484 103.4 3,434,613 109.8 774,039 106.1 4,208,759 109.1

2014.  
4月分

 対前年 
同月比（%）

1月よりの 
累計

 対前年 
同期比（%）

2014.  
5月分

 対前年 
同月比（%）

1月よりの 
累計

 対前年 
同期比（%）

乗 用 車 292,825 94.9 1,882,936 115.9 304,371 98.7 2,187,306 113.1

　 普   通   車 75,636 83.1 584,158 119.4 85,489 87.8 669,647 114.1

　 小 型 四 輪 車 89,850 93.0 562,749 104.9 93,164 98.4 655,913 103.9

　 軽 四 輪 車 127,339 105.3 736,028 122.9 125,718 107.9 861,746 120.5

ト  ラ  ッ  ク 51,757 92.9 302,181 114.3 58,486 99.8 360,667 111.6

バ ス 643 71.4 4,766 105.7 513 81.0 5,279 102.7

合　　　計 345,225 94.5 2,189,882 115.7 363,370 98.8 2,553,252 112.9

2014.  
4月分

 対前年 
同月比（%）

1月よりの 
累計

 対前年 
同期比（%）

2014.  
5月分

 対前年 
同月比（%）

1月よりの 
累計

 対前年 
同期比（%）

乗 用 車 322,129 92.9 1,253,011 95.1 276,797 88.9 1,529,808 93.9

　 普   通   車 298,931 101.1 1,166,179 104.2 257,032 95.9 1,423,211 102.6

　 小 型 四 輪 車 22,836 44.7 85,518 43.2 19,665 45.2 105,183 43.6

　 軽 四 輪 車 362 3290.9 1,314 422.5 100 588.2 1,414 431.1

ト  ラ  ッ  ク 41,594 107.4 155,237 99.7 35,413 102.3 190,650 100.2

バ ス 12,101 103.4 46,999 101.5 9,501 96.2 56,500 100.5

合　　　計 375,824 94.6 1,455,247 95.8 321,711 90.4 1,776,958 94.8
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2014.  
4月分

対前年
同月比（%）

1月よりの
累計

対前年
同期比（%）

2014.  
5月分

対前年
同月比（%）

1月よりの
累計

対前年
同期比（%）

自動車部品
 (41品目)

1 ピストン 3,338 97.2 14,051 104.1 3,233 96.6 17,284 102.6 
2 ピストンリング 3,178 96.3 13,369 106.6 3,268 94.2 16,637 103.9 
3 シリンダーライナ 1,837 104.9 7,411 110.7 1,715 99.0 9,126 108.3 
4 吸気弁及び排気弁 3,396 96.6 14,235 100.2 3,205 91.7 17,440 98.5 
5 ガスケット 2,448 94.9 9,989 99.4 2,402 94.5 12,391 98.4 
6 燃料ポンプ 1,946 93.8 8,207 95.9 1,816 86.6 10,023 94.1 
7 空気清浄器 2,099 77.5 7,898 78.9 2,026 79.0 9,924 78.9 
8 油清浄器 2,071 102.8 7,756 88.9 1,807 106.5 9,563 91.8 
9 油ポンプ 2,310 102.3 9,872 110.8 2,120 95.5 11,992 107.8 

10 水ポンプ 2,313 94.1 9,356 93.0 2,254 96.8 11,610 93.7 
11 ラジエータ 16,030 90.0 72,935 108.1 16,426 104.7 89,361 107.5 
12 クラッチ装置 5,194 109.0 21,081 104.8 5,269 106.2 26,350 105.1 
13 自動変速装置 171,475 97.7 709,240 104.3 167,368 100.6 876,608 103.5 
14 ユニバーサルジョイント 3,716 112.4 14,389 113.4 3,436 104.7 17,825 111.6 
15 プロペラシャフト 4,734 101.3 19,618 107.1 4,610 101.9 24,228 106.1 
16 車輪 7,543 94.3 32,887 97.6 7,332 93.1 40,219 96.7 
17 かじ取りハンドル 3,880 91.2 17,838 104.8 3,768 90.2 21,606 101.9 
18 ショックアブソーバ 10,402 112.3 42,612 111.3 10,476 113.6 53,088 111.7 
19 ブレーキ倍力装置 3,000 102.7 11,675 100.7 3,029 107.2 14,704 102.0 
20 ブレーキシリンダ 6,500 104.5 26,347 104.9 6,408 103.0 32,755 104.6 
21 ブレーキパイプ 2,955 116.3 11,052 112.8 2,480 105.4 13,532 111.4 
22 ブレーキシュー 2,724 98.4 11,580 103.9 2,681 97.8 14,261 102.7 
23 燃料タンク 6,861 102.1 29,910 106.4 6,747 100.1 36,657 105.2 
24 排気管及び消音器 25,625 104.0 109,775 108.1 25,303 104.2 135,078 107.3 
25 窓わく 2,593 106.4 11,262 113.1 2,524 101.8 13,786 110.9 
26 ドアヒンジ・ハンドル・ロック 7,856 100.9 33,768 93.1 7,647 93.9 41,415 93.2 
27 窓ガラス開閉装置 4,295 102.8 18,310 108.7 4,427 106.4 22,737 108.2 
28 シート 61,337 102.6 274,619 108.3 60,583 101.7 335,202 107.0 
29 スイッチ類 13,167 96.7 56,531 105.2 12,764 95.6 69,295 103.3 
30 計器類 10,989 95.1 45,253 100.7 9,874 96.6 55,127 100.0 
31 窓ふき 7,419 104.8 30,447 111.1 6,787 99.9 37,234 108.9 
32 警音器 1,285 95.0 5,344 102.4 1,287 103.0 6,631 102.5 
33 暖房装置 7,838 89.5 37,097 101.1 7,677 88.4 44,774 98.6 
34 電子式ブレーキ制御装置 14,918 104.2 61,967 107.2 15,772 113.7 77,739 108.5 
35 シートベルト 8,059 107.8 32,893 111.6 7,840 105.0 40,733 110.3 
36 エアバッグモジュール 7,057 115.2 28,594 117.1 6,704 113.4 35,298 116.3 
37 気化器・燃料噴射装置 20,136 97.0 84,228 100.3 19,219 95.7 103,447 99.5 
38 ステアリング装置・タイロッド・タイロッドエンド 34,563 102.7 142,667 105.6 34,467 104.2 177,134 105.3 
39 軸受メタル 3,912 165.8 17,025 181.3 3,826 169.1 20,851 179.0 
40 ブッシュ 2,735 125.6 10,197 121.6 2,725 126.5 12,922 122.6 
41 オイルシール 8,879 127.5 35,093 130.8 8,683 125.5 43,776 129.7 

合　　計 512,613 100.5 2,158,378 105.9 501,985 101.8 2,660,363 105.1 

関連自動車
部品

（9品目）

1 自動車用蓄電池 8,028 109.8 33,620 110.3 7,363 99.6 40,983 108.2 
2 かさね板ばね 2,250 94.3 9,134 103.3 2,163 92.9 11,297 101.1 
3 つるまきばね 1,894 93.9 8,256 105.6 1,831 88.2 10,087 102.0 
4 線ばね 4,872 101.3 19,210 102.7 4,624 99.8 23,834 102.1 
5 カークーラー 23,727 103.5 101,849 103.9 23,506 96.0 125,355 102.3 
6 自動車用器具 30,481 110.0 123,992 114.6 27,691 106.5 151,683 113.1 
7 自動車用電球 1,015 109.6 3,921 122.7 953 112.8 4,874 120.6 
8 カーオーディオ 3,632 116.0 13,455 121.7 3,677 116.8 17,132 120.6 
9 カーナビゲーションシステム 28,729 104.0 126,844 111.2 26,701 87.8 153,545 106.3 

合　　計 104,628 105.9 440,281 110.0 98,509 97.2 538,790 107.4 
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指標・統計

2014.  
４月分

対前年
同月比（%）

1月よりの
累計

対前年
同期比（%）

2014. 
４月分

対前年
同月比（%）

1月よりの
累計

対前年
同期比（%）

内燃機関電
装品

（5品目）

1 ダイナモ 7,129 100.5 28,782 104.9 6,677 101.5 35,459 104.2 
2 スタータ 8,338 110.7 32,626 114.5 7,918 112.6 40,544 114.1 
3 ディストリビュータ 681 83.9 2,529 82.2 644 80.1 3,173 81.7 
4 イグニッションコイル 7,069 89.5 28,943 96.7 6,741 94.3 35,684 96.2 
5 プラグ 11,615 123.4 43,106 125.6 10,649 110.1 53,755 122.2 

合　　計 34,832 106.3 135,986 110.3 32,629 104.5 168,615 109.1 

二輪自動車
部品

（4品目）

1 気化器 660 98.1 3,281 105.5 654 108.6 3,935 106.0 
2 ショックアブソーバ 1,831 91.7 8,287 95.3 1,901 93.3 10,188 94.9 
3 計器類 1,107 88.6 4,986 92.2 1,024 86.1 6,010 91.1 
4 ブレーキ装置 1,746 187.1 7,532 183.0 1,627 156.3 9,159 177.6 

合　　計 5,344 110.2 24,086 113.0 5,206 106.9 29,292 111.8 

（注）:経済産業省「生産動態統計」の見直しにより
① 平成21年1月より/「自動車用蓄電池」を「自動車用蓄電池（二輪自動車用を除く）」に変更。
② 平成23年1月より/「オレオ（ショックアブソーバを含む）」を「ショックアブソーバ」に変更。
③ 平成26年1月より/品目の掲載順序を一部変更。
④ 平成26年1月より/「エアバッグモジュール」の定義を変更。
 そのため、発生年月以前の数値と発生年月以降の数値をそのまま比較出来ません。
 接続係数を前年の数値に乗じて、当月の数値と接続して前年比を算出しています。
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■最近12ヶ月の自動車部品の生産推移

■自動車部品生産の対前年同月比の状況
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